
医療費窓口負担が引き上げられます
平成26年4月から

●70歳～74歳の医療費窓口負担は、次のとおりです。

70歳以上
の方へ

　70歳から74歳の組合員及び被扶養者の医療費窓口負担については、平成26年3月末までは特例

措置により2割負担のところ1割に軽減されておりました。

　今回の改正では、平成26年4月1日以降、新たに70歳になる方から2割負担に引き上げられます。

対象者 現行 平成26年4月から

70歳以上
70歳から74歳 1割

昭和19年4月1日までに生まれた方
（既に70歳になっている方） 1割

昭和19年4月2日以降に生まれた方
（新たに70歳になる方） 2割

一定以上所得者 3割 3割

上位所得者の短期給付の一部負担金払戻金等の
基礎控除額が変わります。

　平成25年4月1日から一部負担金払戻金等にかかる基礎控除額が改正され、上位所得者については、
経過措置により段階的に引き上げが行われているところです。
　平成26年4月診療分から次のとおりとなります。

●上位所得者（424,000円〔特別職にあっては530,000円〕以上）の組合員及び被扶養者

区　　分 平成26年3月診療分まで 平成26年4月診療分から 平成27年4月診療分から

一 部 負 担 金 払 戻 金
家 族 療 養 費 附 加 金
家族訪問看護療養費附加金

33,000円 41,000円 50,000円

合 算高額療養費附加金 66,000円 82,000円 100,000円

※ 給料月額424,000円（特別職にあっては530,000円）未満の組合員及びその被扶養者は、平成26年4月診療
分以降も変更はありません（一部負担金払戻金等：25,000円、合算高額療養費附加金：50,000円）

平成26年4月診療分から
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